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岩手県久慈炭田産胞子・花粉化石の研究
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Abstract

　　　The　Kuji　coalfield　is　situated　in　the　northeast　comer　of　the　Iwate　prefecture。Paleozoic，

Mesozoic　and　older　Tertiary　strata　are　distributed　in　the　area。

　　　The　older　Tertiary　includes　some　coal　seams　and　the　younger　Mesozoic　is　divided　into

three　formations，the　Sawayama，Kunitan　and　Tamagawa　in　descending　order。

　　　This　report　deals　with　the　spore　and　pollen　flora　found　in　the　lignite　of　the　Sawayama

formation　of　Cretaceous．

　　　The　samples　are　collected　from　the　Samuraihama　area　in　the　north　qf　the　Kuji　district

and　treated　by　sulfuric　acid　and　acetic　acid．

　　　The　eleven　form－genera　of　spores　and　seven　genera　of　pollens　are　fomd　in　the　lignite

and　they　are　shown　in　the　following　eleven　plates．

　　　　　　　　　まえがき

　岩手県東北部の久慈市周辺には，古生層を基盤として

中生層および第三紀層などが分布しており，來炭古第三

系の分布地域は久慈炭田として知られている。

　またこれら諸層中からは古生物の産出がかなり知られ

ており，白聖系中の動物化石，植物化石，および古第三

系中の植物化石の研究がある。

　この炭田地域に分布する上部白璽系である久慈層群沢

山層（佐々保雄により命名された門ノ沢層に同じ）注1）中

にはかって植物化石の産出が知られているが，本報告で
　　　　　　　　　　　　　　　　さむらいはま取扱らたのほ，久慈市北方約10kmの侍浜付近に分布

する炭層中からみいだされた化石胞子および花粉であ
・る。

　筆者らの一人高瀬は，現地で試料の採取を行ない，徳

永の指導の下に研究を行ない，化石の鑑定は徳永および

高瀬が行なった。

　地質その他関連事項については，徳永がかつて炭田調

　＊燃料部
＊＊栃木県立宇都宮中央女子高校
ノ注1）5万分の1「陸中野田」説明書によれば新第三系「門ノ沢」層との

　　混同を防ぐため沢山層と再命名している。

査を行なった時の資料にもとづいて記述した。

　とくに注意すべきことは，今回のように保存良好な胞

子・花粉化石が，白璽系からみいだされたことは，今後

の花粉層序学とくに古第三紀一白墓紀境界問題に大きな

貢献をもたらすことと考えられる。

　したがってとりあえず，産地の地質の概略と化石の内

容を示すこととしたが，予報的の意味を含め図版のみを

示し，くわしい記載は別途公表することとした注2）。

　この研究を行なうに当って宇都宮大学教養部阿久津純

博士の御配慮によることが多く，厚く謝意を表する次第

である。

　なお本文中に記載した地層名は，5万分の1「陸中野

田」　（島津光夫・寺岡易司，1962，地質調査所）によっ

た。

1．　試料採取地の地質略説

　東北地方の東北隅岩手県久慈市を中心とする地域には

古生層を基盤とした中生層および古第三系の分布が知ら

注2）宇都宮大学紀要の予定
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　　　　　　　　…準蓼醐剛國匹壷轡
　　　　　1．古生層　2．久慈層群　3．野田層群（小川層群）　4．段丘礫層　5．花醐岩類　6．三崎および黒崎酸性火山岩類　『

　　　　　A．待浜　B．久慈　C．夏井　D．野田　E．港　F．久喜　G．宇部　H．野田峠　1．国丹　J．夏井川

　　　　　K．広野　L．宇部川　M．久慈湾　N．野田湾　0．久慈川　p．太平洋　×試料採取地点
　　　　　　　　　　　　　　第1図　試料採取地域地質略図（島津・寺岡1962）

れている。とくに古第三系中には，炭層が爽在している　　　白璽系：この地域に分布する中生層は主として白事系

ため久慈炭田として注目されて来た。

　この地域は地形的に平野が発達し，久慈川，夏井川に

よる久慈市を中心とする平野と，花商岩地帯をへだてて

南には九戸郡野田村を中心とする平野の2つがある。

　これら平野部には中生層と古第三系が分布しており，

それらの模式地質柱状図は第1表に示した。

　古生層：この地方における堆積岩中最も古いものは粘

板岩および石灰岩からなる古生層であり，西方の山岳地

帯を構成している。

であり，久慈層群として一括されているが，下位から玉

川・国丹・沢山の3層にわけられ，主として砂岩および

礫岩からなる。

　最上位の沢山層は門ノ沢層ともいわれ，層厚70m土・

泥岩・砂岩・礫岩などの互層から成っている。

　花粉分析のための試料を採取したのは，沢山層分布地

域（5万分の1「陸中野田」地質図による注3）内で，八

注3）　研究者によってはこの地点に分布する地層を国丹層としているも

　　のもある。
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A．泥質頁岩　B．泥岩（礫入）　C．砂質泥岩　D．褐炭層　E．砂質泥岩　F．砂岩　G．炭質層　1～5試料採取層位

　　　　　　　　第3図　試料採取地点のスケッチ
戸線侍浜駅南方約1200mの地点である。

第2図および第3図に示したように，鉄道切割の白色

凝灰岩（菱倉植物化石層含有）ぷり約L5m下位に厚さ

約1mの褐炭層がある。

この炭層は炭質粗悪であるが，乾燥すると細かく砕け

炭層そのものの膨縮も著しいので稼行の対象とはならな

いo

2．　沢山層について

沢山（門ノ沢）層からは，以前第2表のような植物化

石群がみいだされている。

そのうちとくにこの久慈市北方地域において同層中か

ら産したものが多く，菱倉・門ノ沢・生出町・久慈港な

どの産地があげられている。

　　第2表門ノ沢層（沢山層）産植物化石
Clα40phl66おsp．cfr．Gl6乞6h6n露65．2ゆP66プ乞（H：L）

C。cfr．P6・・卿7お・ア9伽14Hr．

C。sp．

σ16廊h8η露6597α61165H：r．

ノ14批znオ髭65sp．

助h6noμ67乞5漉oゑ50漉απα（Hr．）

05〃zz6n4露65sp。

Glo550之α解露65P　ズ〃zα露EndoP

αo之卿髭65sp．

2〉π∬oπぎαP　sp．

36g働o臨h8診670ρhlyllαVeL

Elαオ04α孟z65sp．（SequoiaP）

Po伽1π5cfr．α76≠加Heer．

Ro6禰αsp．

物53αsp・　　　　　　　　　　　（佐々　1932）
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岩手県久慈炭田産胞子・花粉化石の研究　（徳永重元・高瀬一成）

　さらにこの沢山層を岩相から区分すれば，下位から次

のように分けられている。

礫岩・砂岩互層

　緑色凝灰岩質砂岩・菱倉植物化石層

　頁岩・泥岩互層・門ノ沢植物化石層

　砂質泥岩・泥岩互層

　試料を採取した地点から見れば，試料採取層位はほぼ

上記のうちの門ノ沢植物化石層に近いものと考えられ

る。

3，試料の花粉分析

　方法：試料（褐炭）50grを乾燥してのち，粉砕，飾分け

を行なった。次に10％苛性加里で処理した。処理時間は

試料の炭化度によって異なるが，12～24時間を要した。

　水洗を反復したのち酷酸：硫酸＝1；9の液で数分な

いし10数分処理し，再び水洗・沈殿をのこす。この方法

を数回くり返し酸分が除去されるのを待って再び10％の

苛性加里を加えると同時に過酸化水素を添加する。

　激しく発泡するが，発泡のおさまるのを待ち水洗・沈

殿をくり返し，液の黒褐色が失われるまで反復する。

　反応が起るとはげしく発泡するので，容器は大型ビー

カー（5」入）を用い，上澄液の除去にはサイフォンを

用いた。

　サイフォンで液中の花粉・胞子化石が吸い上げられる

のを防ぐため，細い管（直径5mm）を使用した。

　標本封入には，グリセリンゼリーを使用した。

4．産出した胞子・花粉化石

第3表　　産出した胞子・花粉化石表

～一一
Classification

Sa正ple　No．

『一
Psilatriletes　l

Psilatriletes2

Psilatriletes　3

Psilatriletes4

Psilatriletes5

Psilatriletes　6

Psilatrilplanetes

Foveotriletes

Scabratriletes

Bacutr三1etes

Echitriletes

Gemmatriletes

Clavatriletes

Retitriletes

Rugutriletes

Striatriletes

Verrutriletes

Imperfect　spores

Abies　or　Picea　sp．

Pinus　sp。

Podocarpus　sp．

Taxodiaceae　gen．sp．

Gly・ptostrobus，or　Sequoiεl　sp，

Shiadopitys　sp．

Cycαs　or　Ginkgo　sp．

Angiospermae　poIL

PTERIDOP『YTA
GYMNOSPERMAE
ANGIOSPERMAE

No．1

20。3

3。5

3．0

0．6

2。1

3．8

0，3

0．3

1．5

1。4

0．6

1．8

1．8

7．0

1．5

5．8

7．0

2．0

2．3

3。2

29．0

54．9

21，3

29．0

No．2

30．0

2。2

0．4

1．8

1．4

3．3

0。7

0．4

4．7

1．5

2．2

3．6

2．2

12．7

2．9

29．8

44．9

25．1

29．8

No，3

24．4

1．7

2．9

3．4

2，1

2．5

0．8

13．6

0．4

1．6

0。8

2．1

1．3

2．5

2．5

35．5

51．4

11．2

35．5

No、4

8．5

0．5

3，0

2．0

7．0

5．5

1．0

0．5

0．5

5．0

17．5

0．5

3．7

1。0

3．5

0．5

2．0

36．5

51．0

11．2

36．5

No．5

7．0

9．1

5．3

0．4

O．4

3．0

0．8

0．4

3．0

0．4

9．5

3．0

2．2

5．5

0．8

2．4

4．0

6．4

0．8

34．8

50．0

14，4

34。8

Averαge

18．04

3．06

2．00

0．84

0．42

0．40

0．84

0．06

2．72

2．60

0．28

1．26

0．08

1．30

3．76

1．10

0．68

9．66

0．18

1．82

2．28

4．04

2．48

5．50

2．28

33．12

49．82

16．64

33．54
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　　　　　　　　爆　位
植物名 No．1　　　　　　0o．2 NO．3 No．4 日0．5

P予eTtdophンtα
liiiii

α
． ymnospeγmαe

Angtospelmαe
：：：∫：＝：：：

層位にりいては第3図参照

第4図　層準別胞子・花粉含有傾向

分析の結果褐炭中からは第3表に示したような化石が

産した。型態の上で判明しただけでも12型17種の胞子化

石，7属の花粉化石が認められ，属種不明のものは胞子

・花粉とも若干ある。

　また第4図に示したように褐炭層の下位からNo．1《・

No・5の5層準にわけて試料採取を行なったので，産出

表においても5層準別に示した。

　化石の命名法についてはPFLUG（1953），VoLcHov－

IcHINA（1953），VERBITzKAIA（1965），BRATzEvA（19

65），FADDEEvA（1965），佐藤誠司（1961），高橋清

（1964），ERDTMAN（1957）などの研究を参考とした。

　またとくに胞子化石の分類につV・ては，IVERSEN－T－

raels　Smith（1950）の方法に従い，三条型（Trilefe）

胞子偉，表面模様によってFoveolatusほか8型に分け

ている。

　一方Thomas　van　der　H：ammenはIversenの分類

にReticulatus，Fossulatusを加え12の基本型をもうけ

ている。また本論文においてはPflugなどの考えを加え

次のように表現を分類した。

　まずAlete，Monolete，Trilete，Triplanateの4form－

genusを設定し，さらにTrileteについてみれば次のよ

うなSub－genusに分類した。

　1）：Psilatriletes　2）Scabrαtriletes　3）Gem．matrile－

tes　4）Retitriletes　5）Bacutriletes　6）Elavatriletes

7）Echitriletes　8）Verrutriletes　9）Fossutriletes

lO）Striatriletes　11）Foveotriletes　12）Rugutriletes

　Triplanetes，Monoletes，Aletesの細分もこ．れに準じ

て行なった。

　胞子・花粉化石の集計および表示は，グリセリンゼリ

ーで封入したプレパラートを，一定の視野下（あらかじ

め定めておいた線上）で200～300個かぞえ，その間にお

ける各属の相対的含有比率を出した。それによって胞子

・花粉化石群の内容がわかる。

　全般的に見るとき，試料中には花粉・胞子化石は多く

含まれており集計には困難ではなかったが保存は全般的

に良好のものばかりでなく破損の著しいものもあった。

これらについては確実な同定が不可能なので集計から除

外した。また変形によって表面模様の観察ができないも

のはImperfect　sporeおよびpollenとして表記してあ

る。

産出した胞子・花粉化石は第3表および第4図で明ら

かなように，胞子化石がかなり多くこれらを羊歯類・裸

子植物・被子植物にわけてみると褐炭層の下位から上位

へ層準ごとにほぼ同様の構成を示している。その割合は

前記3者が50～55，10～20，30～36％の範囲の産出傾向

を示している。

化石中植物名の判明したものは表として後掲した。

　化石の内容についてはかつて門ノ沢植物群は白聖系上

部セノニアンといわれている。胞子花粉化石群について

みれば，その内容はソ連沿海州のマストリトシアン層

中から産するものに最も近似していることを指摘してお

く。

5．むす　び

本論文は産出化石の内容を取りあえず図版によって紹

介するのを目的とした予察的なものである。詳細な記載

および比較は次の機会にゆずりたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　List　of　fossil　spores　and　pollens　from　the　Sawayama　formation，

　　　　　　　　　　　　　　　Kuji　Coa1－Field，Iwate　Prefecture．

　　　　　　　　　　〔1〕　BRYOPHYTA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL39，Figs．66，67．

1．SPHAGNACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16。Llygo4伽勉sp．2．cf．Conぎoμ召rガ5sp、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．39，Figs．73，74．
　　　　　　　　　Gen．助h召9％卿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．Lツgo4歪％窺sp．8．　　　　　Pl．40，Fig，79、
　　　5φhα9πz御z　cf．3z61η彪郷BOLKH．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18Lツ9・伽勉sp．4．or！瞼6・吻sp。2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．40，Figs．91，92．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．40，Figs．81，82。
　　　Sρ加9筋窺cf．gZθ6詔％窺VERV　or憂y窺θηo－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．々ygo読z卿z　sp。5。cf．R6孟z61α廊功o角げα∬10ブPFLuG
　　　　p1乞』yll翔ηz　sp．1。　　　　PL40，Figs。93，94。

　　　蹟9＿PSp．・．　Pl．39，Figs．75，76．　　　　　　　PL41・Fig・108・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20．Lグgo伽郷sp．6．cf．Co欄μ砂oπα61伽5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PFLuG　　　　　　　　　　P1．41，Fig．117。
　　　　　　　　〔2〕　PTERIDOPH’YTA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21，L；ソgo4ズ％ηz　sp．7．　　　　　　Pl．41，Fig，135．

　　　LYCOPODIACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Moh万α

　　　　　　　　　　　Gen・L比妙o読％郷　　　　　　　　　　　　　　　22．Moん7∫αcf．5師薦α（NAuM．〉PL36，Figs．25－28．

　　　乙』y60po4彪解aff・πn4π1αオ観z　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．An6加彪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL42，Fig・141・　　　　　　　　23．Aη6初z伽aff．o短刀z8n5おBoLKH．

　　　SELAGINELLACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pL36，Fig・24・

　　　　　　　　　　　Gen．361α9ズn611α　　　　　　　　　　　　　　　24・五n6初z伽sp・1・cf・Cy6磁7ゼ605ガ功o免407096π5∫5

　　　S81α9ぢnεllαcf．87σnσ厩BoLKH．（二Lθfoオ酉18≠65　　　　　　　R　PoT・　　　　　　　PL36・Fig・23・

　　　　g規nα伽5BoLKH．）　　Pl。41，Figs．123，124．　　　　　25・Aneimia　sp・2・cf・且帥6n4ズ5砂07露655％玩o万60－

　　　361σgガnεllζz　cf．oδ5躍rαBolkh．，or五ζyooρo漉2卿z　　　　　　　　r〃髭α伽3SATO　　　　　P1．36，Fig。33a－c。

　　　　sp．8．　　　　　　　　　　PL42，Fig．136．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL377Figs・33d・e・34a・b・

　　　S8Zα9才n6ZZαsp．1．　　　PL38，Fig．60．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen・sp・

　　　SεZα9脅z6泥αsp。2．　　　PL38，Fig．62．　　　　　　　　26・Gen・sp・L　　　　　　　PL36・Fig・31＆・b・

　　　S61α9ガn811αsp．3．　　　PL42，Fig．139。　　　　　　　　27・Gen・sp・1・　　　　　　PL36・Fig・32a・b・

　　　38149勉611αsp．4．　　　PL43，Figs．149－152．　　　　　28・Gen・sp・2・　　　　　　PL37・Figs・35－39・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29．Gen．sp．3．　　　　　　　PL37，Fig．40a，b、

　　　BOTRYCHIACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．Gen．sp。4．　　　　　　PL37，Fig。41．

　　　　　　　　　　　Gen．Bo耽yohぎ駕沸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．Gen．sp．5．　　　　　　PL37，Fig。42．

　　　Bo勿而2解aff．60脚16（Tr．）MILDE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．Gen．sp．6。　　　　　　PL41，Fig．118．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL42，Fig．140。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VII．GLEICHENIACEAE

　　　OSMUNDACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Gl6廊h6n毎

　　　　　　　　　　　　Gen．05卿z‘π磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33．Gl6’6h8厩αcf．gl側偽（THuM．）HooK

　　　O5吻％n4αsp。1。　　　　　PL41，Figs。106，107．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．40，Fig．90．

　　　SCHIZAEACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34．α痂h8擁α48伽α臨BoLKH，＝L8歪o孟γ漉∫854θZ∫一

　　　　　　　　　　　　Gen．3‘h乞辮召α　　　　　　　　　　　　　　　　　　侃伽5BoLKH．or　Gl6ズcんεπiα醜㈱g臨3VERB

　　　S6h衡α6αaff．4070gθη5乞5Chlon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL40，Fig。99．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．36，Figs．29，30．　　　　　　35．Gl8ガoh8痂ζz　cf．プα4勿厩BoLKH．or　Ch6かoφhl‘一

　　　　　　　　　　　　Gen．Lツgo漉瑚z　　　　　　　　　　　　　　　　　麗万α60ng769伽σBOLKH．

　　　Lッgo4伽形aff．ブ妙on加解Sw．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．41，Figs．113，114．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL39，Figs。68－7L　　　　　　　　36．Gl6比h6漉αsp．1．P5flαケψ1σn6哲63

　　　Lッgoゴ伽〃z　sp．1．orハ4碗oη彪sp。1。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．38ンFigsフ48－51，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8一（502，）
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37．α召づ6hθn㍍sp・2・or　Chツ伽h6ζz　sp・　　　　　　　　　　　　56。P　Gen、sp．4．　　　　　　P1．40．Fig．89．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL40っFigs．83－85。　　　　　　57。Gen。sp。5．　　　　　　　P1．42．Fig．134．

38．GZ6∫oh6n伽sp・3・　　　　PL40，Fig・96・　　　　　　　　58．Gen．sp．6．　　　　　　　P1．42．Fig．138．

39．σ16∫6h8n如sp・4・　　　P1・40，Fig・97・　　　　　　　　59．Gen，sp．7．　　　　　　　P1．43，Fig．144．

・40．Gl6乞6h6n伽sp。5・　　　　PL40，Fig・98・　　　　　　　　60。Gen．sp．8．　　　　　　　PL43．Figs．145－147．

41・G繍6痂sp・6・cf・Fσ∬勿砂・吻頭　9επ5　XIII．ADIANTACEAE
　　　　Sato　　　　　　　　　　　　P1．40，Fig．102．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Onッohfの5ぎ5

VIII．IHYMENOPHYLLACEAE　　　　　　61．0π擁・郷aff．卿伽5K・NsTANTIN・vsKA
　　　　　　　　　Gen．Hッ吻8πop衆yZl％彫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL39，Fig。72．

42．夏y刀z6no，勿IZz卿z　aff．1α6ツ万n6hヴbr卿Z5FADD・　　　　　62・0πツ6h乞oが乞3cf・810π9撹α（GEYLER）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．41，Fig．109乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL39，Fig．78．

ぐ3・G　sp・2・cf・D雌5ρo伽θ％5肋伽5∫5　　XIV．MAT・NIACEAE
　　　　THoMsoN　　　　　　P1．41，Fig．105。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Mα孟on如

iX．PTERIDACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63．ハ4；伽on臨sp，or　cf．Eg跳6読63勉6707麗go5％5

　　　　　　　　　　　　Gen．ハ4乞6701砂如　　　　　　・　　　　　　　　　　　（NAuM。）　　　　　　　PL39，Figs，64，65。

44．ハ4廊プolψ臨cf・h配4　　PL40，Fig・90・　　　　　　　　XV。TRILETES

　　　　　　　　　　　　Gen・D乞6為50n彪　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　Gen．P5ぬヶ漉≠65

45・D蜘痂cf・　6・rθ5・6n5L’H盒RIT・rD伽n彪　64．P吻吻65sp。1．cf．L8伽16孟魏伽μ％3

　　　　　cf・励α・6αL’曲RITp1・41・Figs・129－131・　　　VERB．　　　P1．40．Figs．86。87．

X．CHYATHEACEAE’　　　　　　　　　　　　　　　　　　65・P5伽加16オ65sp・2・cf・L6’o醜16渉63痂g7伽3

　　　　　　　　　　　　G㎝．Chツ碗h8α　　　　　　　　　　　　　　　　　　NAUM　　　　　　　　　PL40，Fig・100・

46．C惚h6αsp．2．　P1．40，Fig．88。　　　　66・P5伽吻65sp・3・cf・P％n6嬬砂・砂％n伽5
　　　　　　　　　　　　G益n．C必oあ％万z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pFLuG，or　L6乞oヶ漉診658解oρα6％5BoLKH．

　47．Cめo孟ズz6解sp．1．　　　　P1．41，Fig．104。一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．40，Fig。10L

　　　　　　　　　　　　Gen．H6郷髭81魏5　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Vケプ漉ア旋孟65

　48．H6吻露81露651α6切3RoMANovsKAJA　　、　　　　　　　67・▽診芹πヶ乞16云85sp・1・cf・Cho勉06短18哲65764観6％5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL43，Fig．148．　　　　　　　　　　　　BoLKH・　　　　　　　　PL40，Fig・95・

　　　　　　　　　　　　Gen．Con歪oが6万5　　　　　　．　　　　　　　68・▽診7プ碗プ歪16孟ε5sp・2・　　PL40・Fig・115・

49．C。吻観5？sp．　P1．38，Figs．44－47．　　69・V診剛吻65sp・3・　Pl・41・Fig・122・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70。　％ア7％孟7ゼ1θオ65sp．cf．丁毎16≠85哲zめ67‘z61ζzオz65Fad（1．

XI．ASPIDACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．42，Figs．126－128．

　　　　　　　　　　　　　Gen．四〇〇45fα
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71．Vセ77z4万1θ診ε5sp．5．　　　P1．42，Fig．137．

　50，四〇〇45乞α76擁伽1ζπαBOLKH．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．αα微競’Z6孟65

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．38，Figs。56，57。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72．Clα跳zケ歪18渉65sp．1．　　　P1．41，Fig．116．

XII．POLYPODIACEAE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．R％g％醜1吻5

　　　　　　　　　　　　Gen．H∫5蜘少68戸5　　　　　　　　　　　　　　　73・R％g碗7乞18オ6s　sp．　　　　P1．38，Figs．52－55．

　51．H乞5蜘が6擁5sp．　　　　PL42，，Fig．132．　　　　　　　　　　　　　　　　Gen。Eoh露7ぎ1θ孟ε5

　　　　　　　　　　　Gen．A‘705痂h伽粥　　　　　　　　　　　　　　　74。Eoh露7ぎ1θオ63sp．　　　　　PL43，Fig，154．

　52，．A6703≠励伽解aff．θZ8g伽3K．一M．　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．Bα‘％師1伽5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL39，Fig．77．　　　　　　　　　　75，B40碗万16云65sp．cf．B¢傷1‘zあ5ρ07ρ7助zα擁z65

　　　　　　　　　　　　　Gen．sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PFLuG　　　　　　　　　P1．41，Fig．110，111。

　53．Gen，sp．1．　　　　　　PL38，Fig・58・　　　　　　　　　　　　　　　　Gen，Soα伽7α診擁16オ65

　54．Gen，sp．2．　　　　　　　P1．38，Fig．59．　　　　　　　　76・S6α6郷鋤万18孟65sp・1・or30訪郷αケψ1αn6診65sp．

　55．Gen。sp．3．　　　　　　　PL38．F三g．61．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL40，Fig．80．
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77．S励徽鰯酪sp．2．cf。3傭・z・媚嘱6励θ7

　　　Bolkh．　　　　　　　　　PL39，Fig。103．

　　　　　　　　Gen．G6吻解4ヶ漉オ85

78．G6盟z万z6zヶ〃6665＄p．　　　P1。42，Fig．143．

XVI．TRIPLANETES
　　　　　　　　Gen．死7耀翻ψ」ζzn6孟65

79．y677厩7ゆ」απ6孟65sp．　　PL38，Fig・43a，b・

　　　　　　　Gen．S‘α6曜α診プゆZ伽ε≠65

80．Soα6％プαヶψZαπ8診85sp。　PL40，Fig．80．

XV王1．MONOLETES
81．伽7襯・π・16∫85sp．L　PL41，Fig・12L

　82。▽18プπ6窺oπolα85sp．2．　PL41，Fig。125．

　　　　　　　　Gen．CJα惚隅0㌶oJε685

83．αα灘甥・η・厩5sp．・rCZ卿碑漉孟ε5sp・2・

　　　　　　　　　　　　　　　　P1．43，Fig．↓54．

　　　　　　〔3〕GYMNOSPERMAE

XVIII．GmKOGOACEAE
　　　　　　　　　　Gen．απたgo

84．G伽ゐgo　sp．1．　　　　　　PL45，Fig、18：L

85。G訪ゑgo　sp。21．　　　　　　PL45，Fig。182，

XIX．CYCADACEAE
　　　　　　　　　　　Gen．qy6α5

86．q脚5sp．1。　　PL45，Fig・179・

87．C抑5sp．2．　　　PL45，Fig・180・

XX．BENNETTITACEAE
　　　　　　　　　Gen．B6朋臨伽5

　88．B8πη8診孟髭65sp．2．　　　　P1。43，Fig．159。

　89．Bθnη6甜鉱65sp．3。　　　　PL43，Fig，160．

　90．B6π7z6甜露65sp．4．　　　　P1．43，Fig。161．

XXI。TAXODIACEAE
　　　　　　　　　Gen．8‘h如40ρ髭y5

91．Schiad・pityssp．　PL35，Figs・3－5・

　　　　　　　　　Gen．G砂穿05哲プ06％5

　92。GZ砂診05オro6z65sp。or　58gz60舜z　sp・

　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．35，Fig．9．

XXII，PODOCARPACEAE
　　　　　　　　　　Gen．Po40‘αゆ郷

　93。P・4・‘α脚5段ff・η痂9徽5

　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．35，Figs．20，21，

　94．，P・406αゆ駕5aff．・・吻s鰯cf。P・4・6α脚58呂・←

　　　　n5∫5SATQ　　　　　　　　P1．35，Fig．22，

95．Po406α7少％5sp、　　　　　P1．35，Fig。18。

X琴皿．PINACEAE
　　　　　　　　　　　Gen．A玩θ5

96．肋θ5sp．1。　　　PL35，Fig・1・

97．且房θ5sp．2．or　P廊6αsp。2。　PL35，Fig．2．

98．P廊85sp．1．　　　　　　　PL35，Fig。10。

　　　　　　　　　　　Gen。P伽％5

　99．Pぎn％5sp．1．　　　　　　　P1。35，Figs。6－8。

100．P2n％5sp，2．　　　　　　　PL35，Figs。10－13．

101．P∫nz65sp．3．　　　　　　　PL35，Figs．14，15。

XXIV．PODOZAMITACEAE
　　　　　　　　　Gen．Po40澱脚，露6s

102．Po40之4郷髭65sp』L。　　P1。44，Figs。163，164．

103。Po40之α〃多露87sp．2。　　PL44，Figs，165，166、

XXV．CATONIACEAE
　　　　　　　　　　G今n。C4≠04σ

104．Cのon毎on‘0465（HARRls）BoLKH．

　　　　　　　　　　　　　　　　P1．35，Fig。17＆，b．

　　　　　　　　Gen．P4解勉6ケ6⑳h毎

105．P㈹耀」繊孟h毎aff．麟。n∫。漉5

　　　　　　　　　　　　　　　　PL35，Fig．16．

　　　　　　　〔4〕　ANGIOSPE艮MAE

XXVI．LILIACEAE
106．Gen。sp、　　　　　　　　PL35，Fig．190．

XXVII．PALMAE
　　　　　　　　　　　Gen，1〉卿

107。1〉ψαsp．or〈そy窺ρhσ8α6εζz8sp．

　　　　　　　　　　　　　　　P1．45，一Figs．105，206，

　　　　　　　　　　　　Gen。sp．

108。Gen。sp．　　　　　　　PL45ンFigs．183－186．

XXVIII，ERICACEAE
lO9．Gen．sp．1。　・　　　PL43，Fig．158．

110．Gen．sp。2．　　　　　　PL39，Fig．173．

X文IX．GERANIACEAE
l1L　Gen。sp．　　　　　　　PL45，Fig．174．

XXX．LABIATAE
112．Gen．sp．　　’　　　　P1．45，Fig．175．

XXXI．BETULACEAE
　　　　　　　　　　　Gen．∠41n％5

　113．且」πz65sp．　　　　　　　　　PL45，Fig．194．

　　　　　　　　　　　Gen．βθ鶴1σ

1ρア（504）



114．B8オz44sp．　　　　　　　　PL　45，Fig，195．

XXXII．PROTEACEAE
　　　　　　　　　　　　Gen。B6側ρr8漉4髭65

115．君8α砂脚雌オ65cf．θZ89㈱プ・ア幡COoKsoN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．45，Fig．193．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Gen．sp。

116．Gen．sp．∠4g漉1砂ollθη露65

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1．44，Figs．170－172．

XXXIII．SANTALACEAE
117．Gen．sp．cf．Go渉hαnψoll15sp。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL44，Fig．168．

XXXIV．ANGIOSPERMAE　Form　FAMILY
　　　　　　　　　　　　　　Gen．丁短60ゆ伽5

118。

119。

120．

121．

122．

丁擁60」ρ疲y3sp．1　　　　PL45，Figs。

T7廊oφ露ッ3sp．2　　　　　P1．45，Fig．

丁短‘olp露：y5P　sp．3．　　　Pl，45，Fig．

　　　　　　　　　　Gen．T7ゆo沈65

T7ψor髭65？sp．　　　　　PL45，Fig・

　　　　　　　　　Gen．丁擁‘ol♪oア髭θ5

Tr’ooZρoプ髭63sp．L　　　　PL43，Fig。

176，177、

191．

196。

178．

156．

123．丁甥‘oZρ07ケ63sp，2．　　　PL43，Fig．

124．7万oo々）07露θ3sp．3．　　　PL45，Fig。

125．丁擁oolρ07露ε5？sp．4．　　P1．45，Fig。

126．丁擁ooを〉07髭85sp．5．　　　PL45，Fig。

　　　　　　　　　　　　　Gen。Pε7ψ07露εs

127．P6r4）o介露65sp。　　　　　　　PL45，Fig．

　　　　　　　　　　　　　Gen．1n砂67脇π’哲65

128．1ηαρ6r≠z67露85sp，1。　　　　PL　45，Fig．

129、1nαノ》8席麗r髭65sp。2．　　　P1．45，Fig。

130．1π64》6席z67露θ5sp．3。　　　PL45，Fig。

131．1惣4》8建z6グ露65sp．4．　　　P1．45，Fig。

130。1πρメ》67置z6テ露65sp．5。　　　PL45，Fig。

XXXV．FUNGI　FORM　FAMILY
　　　　　　　　　　　　Gen．Po乏yα405por露65

133．Po乏ソ440宴》07露65sp．1。　　PL42，Fig。

134．PoZツα405ノ》07露ε5sp。2，　　PL　45，Fig。

135、Polζyα405ρ07露ε5sp、3。　PL45，Fig。

　　　　　　　　　　　　　Gen．jDツ4405Po7露85

136。Z）ζyα40翅）07露65sp，　　　　P1．42，Fig。

　　　　　　　　　　　Gen．PZε％短‘811α6功07露63

137．Plθz6万6611σθ5ρ07露85sp．　PL42，Fig。

157，

187。

200．

202．

197．

192．

203．

210．

201．

198．

207．

208．

209．

133．

142．

1』（505）



Fig．1．

Fig．2．

Figs．3－5a，b．

Figs．　6，　8．

Fig．9．

Figs．　10－13．

Figs．　14－15．

Fig、16。

Figs．17a，b．

Fig、18．

Fig．19．

Figs．　20－21．

Fig，22．

　　　　　　　　　　　Plate　35

　　　（AI1×600，Fig．1×700）

∠16惚3sp．　1．・

∠L6噌63sp。　2．　or　P比6αsp．　1．

S・h泌・φ吻蕗P．

P冨nz65sp．　1．

（ヲ1ガ》云05∫ro6z63sp．　or　S6g％oブαP　sp．

P乞nπ3sp．2。

P乞n％5sp．3．

Pr瑠1御h物aff・剛・π耀θε

Cα60π毎oη60485（HARRls〉BoLKH．

Po406α厚膨5sp。

P∫66αsp．

Po40昭ゆ％5aff．郷6fgε郷3

Po406αゆ％3aff．607伽36％5cf．Po40αzψ％58206n5∫5SAT（｝
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Figs．　23．　a一（1．

Fig．24．

Figs．　25－28．

Figs．29－30．

Figs．31a，b．

Figs．　32a，b．

Figs．　33a，b，c。

（A11

　　　　P1αte　36

×　600，　Fig　　31　× 700）

Aπ6初zづαsp．1．cf．q夕αz渉ガ‘05乞功or40rog8η5づ5R。PoT．

z4n6初zづαaff．07伽z8n5歪5BOLKH．

Moh万α5師α如（NAUM．〉

3h琵α6αcf．40rog8n5f5CHLoN．

Shizαeacea　gen．　sp．　1．

　　　　　cf．（⊃ンαz診7f605乞5ρ07407098π5露R．POT．

Shizaeaceae　gen　sp．　1。

　　　　　cf．（究yoα診短‘05乞功or40ro98n5づ3R．PoT．

Anθづηz批z　sp．　2．

　　　　　cf．Aρφ6π読α5ρ07露655zめオ07ガooプπ舜αオz65SATO

ヤ
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23b

23c

23d

31a

28

29

PZ4オθ86

，
，
32＆

30

31b

3a

　　　33b唱諺曲懸難灘

31abgx　700　　　　 ×60⑫



Figs．　33d，e．

Figs．　34aシb．

Figs．35－39a－c。

Figs．　40a，b．

Fig．41。

Fig．42．

　　　　　　　　　　　P1αte　37

且πεガ〃παsp．　2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　600

／1得6‘ηz∫αsp．　2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　700

Shizaeaceagen・sp・　　　　　　　％
Figs．　35－38．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　6卿

Fig．39a．　　　　　　　　　　　×1，000
Fig．39b．　megaspore　membrane（optical　section）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2シ000

Fig．39c．　megaspore　membrane（surface〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

Shizaeaceae？gen．sp．3．　　　　　　　　　　　　　×　600

Shizaeacea．e　gen．　sp．4．　　　　　　　　　　　　×　600

Shizaeaceae　gen．　sp，5．　　　　　　　　　　　　　×　600
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Plate　38

（All　×600）

Figs．　43a，b．

Figs．　44－47．

Figs．48－51。

Figs．　52－55。

Figs．　56－57。

Fig．58．

Fig．59．

Fig．60．

Fig．61．

Fig．62，63．

碗プπ6々ゴρ1απ8渉65sp．1．

Conゼoブ》’θ擁5sp．　cf．　Lθ’06短Z6’65sp．

α6齢6痂sp．

Rz6gz〆プδ18陀5sp．1，

四〇〇45㍍cf．76瓦6z61α次z　BOLKH．

Polypodiaceae　gen．　sp。　1．

Polypodiaceae　gen．　sp。　2．

S61α9ごη6114sp．　1．

Polypgdi＆ceae　gen・sp・3・

36Zα8ゴn81」αsp，　2．
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Plate　39

（All　×600）

Figs．　64，65．

Figs．66，67．

Figs．　68－71．

Fig．72．

Figs．73，74．

Figs．75，76．

Fig．77．

Fig．78．

ル勉・吻sp．

，乙ツ904fz〃πsp．　1

乙ツgo読㈱aff．

0！zツ6h乞oρ5∫5　aff．

，乙ニソgo4♂z多刀z　sp．　2

5φhα9〃％解P　sp

且6705あ6hガ㍑万z　aff

Oηツ6hfoノ》5ゼ5　cf．

or　cf。Eg痂58痂ε5郷ioro耀go5麗5（NAUM．）

　　　　　or　Mαオoη乞αsp．

　ノ妙o痂6％卿Sw．

ρ％n6魏5KoNsTANTINOvsKA
　　or　cf，　Coπガo望うご87∫5sp．

　1．

　8169αn5K．一ハ4：．

810ng鷹α（GEYLER）YOK．
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Plate　40

（Al1　×600）

Fig．79、

Fig．80．

Figs．　83－85．

Figs．86，87．

Fig．88．

Fig．89．

Fig．90．

Figs．91，92。

Figs．　93，94、

Fig。95．

Fig．96．

Fig．97．

Fig．98．

Fig．99．

Fig．100．

Fig．101．

Fig．102．

L＝ソgo4づz6ηz　sp、　3．

S‘α6麗7α診7露8診θ5sp．　1．　or　S6α6麗7αオ短ρZα冗ε孟ε5sp．　1．

（ヌ18乞6h6η‘4sp．　2．　or　Chツα≠h6αsp。　1。

P5乞1α師18孟65sp．2．　cf．L6ガo師1伽5躍αngl％5VERB．

Chyαオh6αsp．　2．

Polypodiaceae　P　gen．sp．4。

M∫6rol砂如cf．h配α　orα8廊h6nガαcf．gl砿‘4（THuM．）HooK

5Phσ9箆μ那cf．5z61u勉〃z　BOLKH。

5ph¢g力．麗刀z　cf．glαみθll銘形VERB．or功解8noφhッll伽形

sp．　1．　clr5♪hα9ηπ〃z　sp．

▽診プ7zκ擁16護65sp．1．cf．Choηzoオ短1α65784z6η侃5BoLKH．

G！1θf‘h6n乞α　spい　3ひ

σ16♂6h6ηどσsp。　4．

σ16ガ6h8π乞4　sp．　5．

GZε∫oh8π臨46あαz厩BoLKH．（＝L8歪o諺7漉診ε548あ6α砒5BoLKH．）

cf．L6fo癖1伽5師朋9麗14万5VERB．

P：5ぎ1の万16紹5sp．3．cf．L6ガo渉κ1αθ5n∫g耀n5NAuM．

P5ズ1α護7ぢ1（ヲ孟85sp．　4．　cf．　Pz6n‘云α擁厚》07∫》z〃κ≠z65

cf．L6乞oオ短18診85θ％70p4εz65BOLKH．

6！18廊h8πガαsp．6．　cf．、E455‘ζzあ5，07露854動67gεπ5SsTo
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　Plate　41

（All　×600）

Fig．　103．

Fig．104．

Fig．　105．

Figs。　106，107．

Fig．　108．

Fig．　109．

Figs．110，111。

Figs．112－114．

Fig。　115．

Fig．116．

Fig．　117。

Fig．　118．

Fig．　119．

Figs．　120－122．

Figs．123，124．

Fig．　125。

＆臼α勧rαケπ6665sp．2．cf．Sオ6no之oz瓦18∫656r6δε7BoLKH。

α60惚解sp．1．cf．Divisisporites　type

Hymenophyllaceae　gen．sp．2．　cf．Z）歪擁5砂07漉5

8％5勉κh6n5∫5THOMSON

O5解観磁sp．L
・乙ッgo4ガ％卿sp．　5．　cf．　R6オ％1α孟ri5少or67α55ガor

功nzεnoρんyll㍑解aff．1α6ッ擁n疏⑳7解ガ5FADD．

βαα6診パ18渉65sp．1．　cf．　Bα6z61αあ5ρoアーメ）7勿7zα万z65

Gl6比h6ηガαcf．πz漉【z厩BOLKH．

cf．Ch6かoPhl6％万αooηg紹9α厩BoLKH．

Viε7π6オr乞18孟65sp．2．

Clζzu6πrガ1α65sp．1．

五ツgo4ズz6ηz　sp．6．　cf．　Cor7z69αあ5少076α6Zα‘3‘5

Shizαeaceae　gen．sp．6．

V『67rz6万zoπol6オ65sp．1．

▽セ7rzκ7歪16オ85sp．3．

Sε1αg勉61Z4cf。9規n碗αBOLKH．

施rπ6ηzoπol8哲65P　sp．2．

（ニLoψho孟万1α859耀nα伽5BOLKH。〉
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　　　　　　　　　　　　Plate　42

（All　×600，unless　otherwise　stated〉

Figs．126－128，

Figs．129－131．

Fig．　132。

Fig．　133．

Fig．134．

Fig．　135．

Fig．　136．

Fig．　137。

Fig．　138．

Fig．　139．

Fig．　140．

Fig．141．

Fig．142．

Fig．　143．

V6rr諺1・づ16∫65sp．4．　cf．　丁擁16オ65如68κz41α薦5FADD．

Zカ●o尼56痂αcf．αrδor8506π3　0r　Dゴ‘ゐ50毎4cf．6μ16α06σL’H倉R1．

Polypodiaceae　cf．　H歪3〃o／》オ6rZ5sp．

：［ぞungi　spore。

Polypodiaceae　gen。　sp．　5。

．乙ク6ρ1》04歪z6那sp．7．

S61αg加θIZ4cf．oδ50鋸ブαBoLKH．　cf．Lζy60ゆ04勉解sp．8．

㍗鵬枷85sp・5・

Pφ1ypodiaceae　gen．　sp，6。

麟9伽llαsp．3．

Bo卯6h勉勉aff．60脚16（TR．）MILDE．

Lツ60φo伽形aff．襯ぬ1伽規L．

Fungi　spore．

G8簿zηzα孟711α85sp．1．　　　　　　　　　　　　　　　　　×　2，000
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Fig．　144．

Figs．145－147a，b。

Fig．148．

Figs．149－152．

Fig．153．

Fig．　154．

Fig．155．

Fig．　156．

Fig．　157．

Fig．　158．

Fig．　159．

Fig．160．

Fig．　161．

Fig．　162．

（Al1　×600，

Plate　43

unless　otherwise　stated）

Polypodiaceae　sp．7．

P・1yp・diaceaegen．sp．8．Fig．147も，

H6勉露61漉s　lα8沈5RoMANovusKAJA
S8」ζzgズn811ζz　sp．4．

Eoh露万16オ63sp．1．

C伽㈱onolθ渉85sp．

Spore　or　pollen．

T7廊04り07髭63sp．1．

丁痂吻・漉3sp．2．

Ericaceae　gen．sp．1．

Bεnπ8麗髭65sp．1．

B8nn8材露85sp，2．

B8πn6だ〃（ヲ3sp．3．

Pα1解α8sp．L

×2，000

×700
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．Fig曼・163・164・

Figs。　167a－c．

Figs．168a，b．

Fi琶・169・

Figs．　170a－d，

　　　　　171a－c．

　　　　　　　　　　　　Plate　44

（Al1　×600，unless　otherwise　stated）

　Po402α万z露85sp．1．

　ノ1gz蕗Zαノ》oll8η露θ5sp．1．　cf．　Proオ6α6εζzθsp．1．

σo渉hαηψollZ5sp．1．　cf．θoオhαnゆollズ5go置hαn乞KRuTzsEH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　168＆，　　×　800

　Go云h4n4）ollぎ5sp．

z4卿勿・ll8π撚sp．2．cf．∠4曜1妙・ll6n漉59襯47fZ・伽

RousE　cf．Protea．ceae　sp．2．

Figs。　172a，b． ノ1gz痴14ρoll6π舘65sp， 3．

　　　　Fig．　170c

　　　　　　　　　　　　d

　　　　　Fig．171b

　　　　　　　　　　　　C

cf．　P701466α6sp。

×2，000

×2，000

×2，000

×800
3．　×2，000
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171b　x2000

165

168b

167b

00

　　　　170a
、轟、

　　　　　　　　ノ1
　　　171＆

．二

PZ認844

169

．7

．噛曾1

．
．

ゴ隻一

べ．．

　　　’ノ．，㌔ご唱』な亀．

　　．蒙播三聾　．マ、

タfき誉職．一訟

』一感鹸繍鰹濯．．

　　　170C　　x2000，

・弊、

の∫

起ミ

鷲讐、

毒　．

’爵”

172b

x600



　Fig．173．

　Figl。174，

　Fig．　175．

　Figs．　176，　177．

　Fig．　178．

　Fig．　179．

　Fig．　180．

　Fig．181．

　Fig．　182．

Figs．183－186．

　Fig．　187．

Fig．188．

　Fig。　189．

Fig．190．

Fig．　191．

Fig．192．

Fig．193。

Fig．194．

“Fig．　195．

Fig．196．

Fig．　197．

Fig．　198，

Fig。　199．

Fig．　200．

Fig．　201．

Fig．　202．

Fig．　203．

Fig．204．

Figs。　205，　206．

Fig．　207．

Fig．　208．

Fig．　209．

Fig．　210．

Plate　45

（Al1　×600）

Ericaceae　sp．2。

Geraniaceae　gen，sp．

Labi＆tae　sp．1．

lT沈吻漉3sp．1．

丁万ρol髭85？sp．

Cン645sp．　1．

Cッ6α5sp．2．

αnゑgosp．1．

Gズπ為go　sp．　2。

Palmae　sp。2．

T7ガ60Z1》oプ露85sp．　3．

Spore　or　pollen．

T7歪‘oZ1》07・露85sp．　1。

Lilliaceae　gen，sp．

T7廊o厚》髭65sp．　2．

1nαノ》67オ％rz’彦85sp．　1．

β8側グ顔融θ5cf．θZ69αn功7擁5CoOKSON

141n祝5sp．

Bαz話σsp．

T7歪ooを》露85sp．　3．

P674》07’琵ε5sp．

1nαノ）8r渉z躍露65sp．　5．

P6沈o物吻85

T7∫601メ》oプ⑰65sp．　4．

1ηα〆》6ブ該％7髭65sp．　4．

T7露o砂07露65sp．　5．

1nαメ》87診z6r露65sp．　2．

T7廊ol1）07髭85sp．　6．

め卿sp．or　Nympheaceae

PoZッ6z40宴》07露65sp．　1．

Polッα405po7髭65sp．　2．

P・卿405ρor漉5sp．3．

1π妙ε吻沈召5sp．3．

嚢
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